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(田試 野 菜花き部,環 境部)

1.背 景とねらい

本県の夏だいこんは高標高地を中心に主産地化が図られてきたが,近 年,妻 費病が発生じ孝薄が不安定となっている。

産地を維持するために,早 急な防除対策の確立が望まれている。

そこで,抵 抗性品種の導入,土 壌消毒等当面の対策について,現 地で実用性を検討した結果,成 果が得 られたので参考に供する。

2.技 術の内容

1)菱 黄病対策として抵抗性品種の導入は有効で,実 用性が高い。

2)YRく らま, YR61が 抵抗性強く,品 質も優れ有望である。主な特性は以下のとおりである。

品 種 名

く育成元)

作  理 根色,形 状 備 考

YRく らま

(タキイ種苗)

夏秋どり,耐 病総

太りに同じ。

青首,総 太り理

根径 6～ 7 cB

根長 38ca程度

収種類は酷病盗太りより5～ 7

日早い。遅れると観れやすくな

るので収穫適期を守る。

YR61

(渡辺採覆堪)

青首 (YRく らまより

やや淡い)総 太り型,

形状,捕 い良好

根径 6～ 7 cn

根長 35 cB程 度

収種期は耐病澄太り並で運れる

とやや割れが生するので注意す

る。

3)適 応地域   県 下全域  奏 黄痛発生地

3,指 導上の留意事項

1)抵 抗性の強い品憲でも薗密度の高ぃ条件では発病することがある。

したがって下記の対策を実施し,菌 密度の低下を図るようにする。

2)妻 黄病は難防除土壌病害で単一の手段によっては防除できず,怜 作,抵 抗性品嶺の導入,日 培併生の徹底ぅ土壌消毒等の個別
技術を併用した総合防除技術で対応する必要がある。

3)本 病の発生,拡 大はだいこん尊作で,連 作が長く続いたことに起因している。抵抗性品種を用いても連作を続ける限り菌密度
は高まり防除が困難となることから,連 作は達け,地 域に合った計畜的持作体系を実施し,同 時に有撮物施用等による土づくり
の励行によって長期にわたる生産力の安定向上を図る。

4)ク ロールビクリンによる土襲消毒は発病抑止効果が認められるので,総 合防険対策の一つとして実施する。

4.当 誠事項にかかる試験研究謀題名

だいこん萎費病対策現地試験

5。 参考文献

岩手日試 野 菜試験成績概要書 〈Wg60～61)
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6.試 験成績の概要

1)試 験方法

(1)試 験実施場所    川 井村門馬

(2)供 試土壌      表 層腐植質火山灰土壌

(3)供 試品綾     (標 )耐 痛総太り ほ か別表のとおり                 ,

(4)播 任期       7月 8日 (E60), 7月 25日 (昭61)

(5)栽 植様式      畦 幅 60m,株 間 27は

(6),じ 】E増ま 〈kg/10a)    N 8,  P205 20, 【20 8

(7)調 査方法      収 種期に地上部発病株 (枯死株,☆ 妻株)と 残りの外観健全株に区分し,外 観健全体について

は根部を切断して発病の有無を調査した。調査個体数 20撫

表 1 発 病率調査 (昭61)

Ｈ
刀区

枯死

株率

(%)

黄奏

株率

(%)

外観健

全株率

(%)

外観健全株の根部発痛程度別割合的 健 全

株 華

(%)‖十

耐

病

性

抵品

抗種

性の

検

定

耐病盗太り

夏みの早生 3号

YRく らま

快進青づまり

快進機太

福 味

おかもと13号

新打盗太り

YR 61

YR 43

5 0 , 0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

５

　

０

　

０

2 5 , 0

100.0

100.0

100.0

100.0

100,0

100.0

100.0

100,0

100,0

60.0    0     20.0   20,0

60.0    40.0     0       0

100.0    0      0      0

90.0   10.0    0      0

50.0     0      18.8    31.3

8040   20.0    0      0

90.0    10.0     0       0

70.0    0     10.0   20.0

100.0    0      0      0

80.0     0      10.0    10.0

15.0

6 0 . 0

100.0

90,0

50.0

80.0

00.0

70.0

100.0

8 0 . 0

ル石

ピ灰

ク奎

り素

ン ,

のク

効 ロ

果 l

1 . 無煙

石灰笠素

クロールビク

リン十石灰室素

クロールビク

リン

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

5 5 . 0

47.5

55.0

2 0 , 0

1 7 . 5

4 1 . 7

1 7 . 5

3 0 . 0

12.5

1 5 . 0

15.0

22.5

5.0

10.0

17.5

10.0

32.5

37.5

30.0

27.5

77.5

48.3

65,0

60.0

61.5    0      7,7   30.8

20.0    1313    20:0  ~46.7

66.7    0     25.0    8,3

18.2    18.2     9,1    54.5

77.4     9.7     6。5     6.5

62.1    13.8     6.9    17.2

69.2    23.1     3.8     3.8

54.2    12.5    16.7    16.7

郷.0

7.5

20.0

5.0

60.0

30,0

45,0

32.5

一:健全             十 :導管部 1/24度 に褐変 O

十:導管部 わずかに相変 O    ‖ : ″  全 体に接く相変 ○
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